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ぼくのうちのおこめは、とっとりからおくられてきます。とっとりにすんでいる、おじいちゃんとお

ばあちゃんがつくっているおこめです。

ぼくは、ほいくえんのときにバケツでおこめをつくったことがあります。あめのひいがいは、まいに

ちみずをあげました。ぼくは、とっとりでおこめをつくるてつだいをしたことがあったので、ほができ

るまでにじかんがかかることをしっていたけれど、じぶんでつくってみるとおもったよりもじかんがか

かりました。そのぶんおこめができるのがとてもたのしみでした。おじいちゃんやおばあちゃんもおな

じきもちなのかなとおもいました。じっさいにおこめができたときには、みんなでよろこびました。じ

ぶんたちでそだてたことで、よりおこめのことをしることができました。

しかし、いつもじょうずにつくれるわけではありません。おおあめがふったとし、おばあちゃんがい

いました。

「いねがみずにつかってめがでてしまった。あんなにたいへんなおもいをしたのに、ことしはあまりお

こめができそうにない。」と、がっかりしていました。そんなおこめがすくないとしにも、かならずおこ

めをおくってくれます。だから、ぼくはいつもおいしいおこめがたべられることにかんしゃしています。

ことしのなつも、とっとりのおじいちゃんのいえへいきました。おおきくなったいねのさきにほがつ

いて、たんぼいっぱいにひろがっていました。くがつのおわりにはいねかりをするそうです。たいふう

がこないことをいのっています。ことしもとっとりのおいしいおこめがたべられるのをたのしみにして

います。まいにちごはんをもりもりたべるぞー！

おいしいおこめ ありがとう
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